
第３学年前期   教科名：歯科衛生士論 

 

■一般目標（GIO） 

  

 歯科衛生業務を行う専門職として多様なニーズに対応するために，歯科

衛生士個人あるいは専門職集団の一員として責任をもって歯科衛生業務を

実践し，社会からの信頼を得るために必要な知識や態度を修得する。 

 

■到達目標（SBOs） 

・  歯科衛生士の活動と業務を具体的に説明できる。 

・  歯科衛生士として将来への目的意識をもち，専門職としての職業観を身

につける。 

・  社会人に求められるコミュニケーション力を身につける。 

 

■ 

 

教 科 書 

 

： 

 

最新歯科衛生士教本 歯科衛生士総論 

■ 参 考 書 ： 特に指定ない。 

■ 授 業 時 間 ： 木曜日 ９：00～９：50 

＊６月 20 日（金）13：00〜16：00 

 ７月 16 日（水）９：00〜９：50 

■ ｵ ﾌ ｨ ｽ ｱ ﾜ ｰ ： 満足 愛  （manzoku.ai@nihon-u.ac.jp） 

月曜日～金曜日９：00～17：00 

■ 授業の方法 ： スライドを用いた講義形式をシラバスに記載している内容に則し

て行う。 

■ 準備学習・ 

準備学習時間 

 

： 
各々授業時間相当を充てて予習と復習を行うこと。 

■ 成績評価方法 ： 課題レポート（40％），定期試験（60％）にて評価を行う。 

■ 注 意 事 項 ： 外部講師の授業では積極的に質問し，自身のキャリアプランに活

かしてください。 

最終講義後に課題レポート（キャリアデザインシート）がありま

す。提出日を厳守してください。 

■ 実 務 経 験 ： 満足 愛：日本大学歯学部付属歯科病院にて口腔衛生管理を

専門とした歯科衛生業務の経験と歯周病学会認定歯科衛生士

としての立場から，本教科で学ぶ知識や態度が臨床現場にお

いていかに活かされるかについて学ぶ場を提供したいと考え

ている。 

 

■予定表  

授業日・担当者 講 義 項 目 学 修 目 的・到 達 目 標 

第１・２回 

 ４月 10 日 

 ４月 17 日 

 満足 愛 

大規模災害時における

歯科衛生士の役割 

・ 災害の種類と災害に関わる法律

や制度を説明できる 

・ 各種医療支援の役割を概説でき

る。 



授業日・担当者 講 義 項 目 学 修 目 的・到 達 目 標 

・ 災害時における歯科衛生士の役

割（歯科医療救護と歯科保健活

動）を学び，現時点で実践可能

な災害対策を考案する。 

第３回 

 ４月 24 日 

田中 孝奈 

 （満足 愛） 

歯科衛生士の活動１ ・ 総合病院に勤務する歯科衛生士

の歯科衛生業務を概説できる。 

第４回 

５月１日 

豊永 紗栄 

 （満足 愛） 

歯科衛生士の活動２ ・ 大学病院に勤務する歯科衛生士

の歯科衛生業務を概説できる。 

第５回 

 ５月８日 

 圓城 亜実 

 （満足 愛） 

歯科衛生士の活動３ ・ 企業に勤務する歯科衛生士の歯

科衛生業務を概説できる。 

第６回 

５月 15 日 

米澤 英理香 

（満足 愛） 

歯科衛生士の活動４ ・ 一般歯科医院（予防歯科中心）

に勤務する歯科衛生士の歯科衛

生業務を概説できる。 

第７回 

 ５月 29日 

平場 美弥穂 

（満足 愛） 

歯科衛生士の活動５ ・ 一般歯科医院に勤務する歯科衛

生士の歯科衛生業務を概説でき

る。 

第８〜10回＊ 

６月 20 日 

（金） 

安川 裕美 

（満足 愛） 

歯科衛生士のコミュニ

ケーション 

・ 社会人に求められるコミュニケ

ーション力を身につける。 

第 11回 

 ６月 26 日 

 清水 里香 

 （満足 愛） 

歯科衛生士の活動６ ・ 歯周病学会認定歯科衛生士を修

得している歯科衛生士の一般歯

科医院での歯科衛生業務を概説

できる。 

・ 認定歯科衛生士制度を説明でき

る。 

第 12回 

７月３日 

鈴木絵里菜 

 （満足 愛） 

歯科衛生士の活動７ ・ 矯正歯科に勤務する歯科衛生士

の歯科衛生業務を概説できる。 



授業日・担当者 講 義 項 目 学 修 目 的・到 達 目 標 

第 13回 

７月 10 日 

 春日 玲 

（満足 愛） 

歯科衛生士の活動８ ・ 一般歯科医院に勤務する歯科衛

生士の歯科衛生業務を概説でき

る。また，アメリカと日本の歯

科医療の違いを説明できる。 

第 14回 

 ７月 16 日 

（水） 

 満足 愛 

就職活動 ・ 労働に関する法令を説明でき

る。 

・ 自己分析用紙を用いて自己を客

観的に分析できる。 

 


